
口腔がんは発症したとしても、早期に発見されて適切に専門機関で治療を行うことができれば、患者の生命予後の維持と良好な機能回復が期

待できる。すなわち、早期発見のための口腔細胞診の普及は喫緊の課題である。本研究では細胞検査士を対象として口腔擦過細胞診に対する

意識や各施設の現状についてアンケート調査を行い、得られたデータから細胞検査士と口腔細胞診専門歯科医の緊密な連携を目指す。これら

2職種の連携を糸口として、口腔細胞診の認知度向上や普及・均てん化のためのアクションをデザインしていく。 

本学の研究担当者は主に研究の実務全般を行い、神戸大学の共同研究者については研究全般の指導を行うこととする。 
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